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条

例

青
森
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
四
十
八
号

青
森
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
一
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
五
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
十
七
号
中

｢

内

閣

府
、
財

務

省
、

平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

｣

令
第
一
号)

第
百
四
十
三
条
第
二
項

を

｢

内

閣

府
、
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

平
成
二
十
年
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

｣

令
第
一
号)

第
百
六
十
九
条
第
二
項

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
四
十
九
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
一
条

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

(

平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中

｢

公
庫
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号)

第
一
条
に
規
定
す
る
公
庫
そ
の
他｣

を
削
る
。

(

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
二
条

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

(
昭
和
二
十
六
年
九
月
青
森
県
条
例
第
五
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中

｢

公
庫
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号)

第
一
条
に
規
定
す
る
公
庫
そ
の
他｣

及
び

｢

法
人
と
す
る｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾
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青
森
県
条
例
第
五
十
号

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例

(

平
成
二
十
年
三
月
青
森
県
条
例
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
中

｢

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号｣

を

｢

第
十
三
条
第
一
項
第
四
号｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
五
十
一
号

青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
県
税
条
例

(

昭
和
二
十
九
年
五
月
青
森
県
条
例
第
三
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
五
号
中

｢

第
三
十
五
条
の
五
第
六
号｣

を

｢

第
三
十
五
条
の
五
第
五
号｣
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
第
七
号
中

｢

第
三
十
七
条
の
十
一
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
七
条
の
十
二
の
二
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

｢

第
二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
の
認
可

を
受
け
た
地
縁
に
よ
る
団
体｣

を

｢

第
二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体
、
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
政
党
等
に
対
す
る
法
人
格
の
付
与
に
関
す
る
法

律

(

平
成
六
年
法
律
第
百
六
号)

第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
で
あ
る
政
党
等｣

に
改
め
る
。
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第
三
十
五
条
の
五
中

｢

も
の
の
う
ち｣

を

｢

法
人
の
う
ち｣

に
、

｢

行
う
も
の｣

を

｢

行
う
法
人｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体

第
三
十
五
条
の
五
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中

｢

法
人｣

を

｢

特
定
非
営
利
活
動
法
人｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中

｢

も
の｣

を

｢

法
人｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
二
中

｢
、
寄
附
金
控
除
額｣

を
削
る
。

第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

所
得
割
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除)

第
三
十
九
条
の
二

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
前
年
中
に
次
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
、
当
該
寄
附
金
の
額
の
合
計
額

(

当
該
合
計
額
が
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得

金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額)

が
五
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の

超
え
る
金
額
の
百
分
の
四
に
相
当
す
る
金
額

(

当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
第
一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
、
当
該
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
五
千
円
を
超
え
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
百
分
の
四
に
相
当
す
る
金
額
に
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
控
除
額
を
加
算
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢

控
除
額｣

と
い

う
。)

を
そ
の
者
の
第
三
十
七
条
及
び
前
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
控
除
額
は
、
当
該
所
得
割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金

二

法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
寄
附
金

三

所
得
税
法
第
七
十
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金

(

同
条
第
三
項
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
の
規
定
に
よ
り
特
定
寄
附
金
と

み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。)

の
う
ち
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
寄
附
金
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
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第
四
十
条
中

｢

前
条｣

を

｢

前
二
条｣

に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
二
中

｢

前
二
条｣

を

｢

前
三
条｣

に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
の
十
九
中

｢

い
う
。)

｣

の
下
に

｢

又
は
租
税
特
別
措
置
法
第
九
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
配
当
等

(

次
条
に
お
い
て

｢

上
場
株
式
等
の

配
当
等｣

と
い
う
。)

｣

を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
の
二
十
中

｢

国
外
特
定
配
当
等｣

の
下
に

｢

又
は
上
場
株
式
等
の
配
当
等｣

を
加
え
る
。

第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中

｢

投
資
法
人
及
び｣

を

｢

投
資
法
人
、｣

に
改
め
、

｢

特
定
目
的
会
社｣

の
下
に

｢

並
び
に
一
般
社
団
法
人

(

非
営
利
型
法
人

(

法
人
税
法

第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
非
営
利
型
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

及
び
一
般
財
団
法
人

(

非
営
利
型
法
人
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。)

｣

を
加
え
る
。

第
九
十
三
条
の
八
第
一
項
中｢

民
法(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
三
十
四
条
の
法
人｣

を｢

公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人｣

に
、｢

本
条｣

を｢

こ
の
条｣

に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
の
二
第
二
項
中

｢

民
法｣

の
下
に

｢
(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

｣

を
加
え
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

公
益
法
人
等
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例)

第
三
条
の
二
の
三

当
分
の
間
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
三
項
後
段

(

同
条
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
の

適
用
を
受
け
た
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
益
法
人
等

(

同
条
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
特
定
贈
与
等
に
係
る
公
益
法
人
等
と
み
な
さ
れ
る
法
人
を
含
む
。)

を
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
贈
与
又
は
遺
贈
を
行
つ
た
個
人
と
み
な
し
て
、
政
令
附
則
第
三
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
に
同
法
第
四
十
条
第
三

項
に
規
定
す
る
財
産

(

同
条
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
特
定
贈
与
等
に
係
る
財
産
と
み
な
さ
れ
る
資
産
を
含
む
。)

に
係
る
山
林
所
得
の
金
額
、
譲
渡
所
得
の
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金
額
又
は
雑
所
得
の
金
額
に
係
る
県
民
税
の
所
得
割
を
課
す
る
。

附
則
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中

｢

、
第
三
十
九
条
及
び
第
四
十
条｣

を

｢

及
び
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で｣

に
改
め
、

｢

第
四
条
の
六
第
一
項｣

の
下
に

｢

並
び

に
法
附
則
第
五
条
の
五
第
一
項｣

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

｢

、
第
三
百
十
四
条
の
六
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七｣

を

｢

及
び
第
三
百
十
四
条
の
六
か
ら
第
三
百
十
四
条
の
八
ま

で｣

に
、

｢
及
び
第
五
条
の
四
第
六
項｣

を

｢

、
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
第
五
条
の
五
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

前
二
条｣

を

｢

前
三
条｣

に
改
め
、
同
条
第
三

項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

附
則
第
三
条
の
三
の
二
を
削
る
。

附
則
第
四
条
の
三
第
二
項
中

｢

お
け
る｣

の
下
に

｢

第
四
十
条
及
び｣

を
加
え
、

｢

同
条｣

を

｢

第
四
十
条｣

に
、

｢

、

｢

前
二
条｣

を

｢
｢

前
二
条
並
び
に
附
則
第
四
条
の

三
第
一
項｣

と
、
第
四
十
条
の
二
中

｢

前
三
条｣
と
あ
る
の
は

｢

前
三
条｣

に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
四
及
び
第
四
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
及
び
第
四
条
の
五

削
除

附
則
第
四
条
の
六
第
二
項
中

｢

お
け
る｣

の
下
に

｢

第
四
十
条
及
び｣
を
加
え
、

｢

同
条｣

を

｢

第
四
十
条｣

に
、

｢

、

｢

前
二
条｣

を

｢
｢

前
二
条
並
び
に
附
則
第
四
条
の

六
第
一
項｣

と
、
第
四
十
条
の
二
中

｢

前
三
条｣

と
あ
る
の
は

｢

前
三
条｣
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
中

｢

平
成
二
十
一
年
度｣

を

｢

平
成
二
十
四
年
度｣

に
、

｢
で
あ
る
場
合｣

を

｢
(

次
項
に
お
い
て

｢

免
税
対
象
飼
育
牛｣

と
い
う
。)

で
あ
る
場
合

(

そ
の
売
却
し
た
肉
用
牛
の
頭
数
の
合
計
が
二
千
頭
以
内
で
あ
る
場
合
に
限
る
。)

｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

同
項
に
規
定
す
る｣

を
削
り
、

｢

も
の
が｣

を

｢

も
の
又
は

免
税
対
象
飼
育
牛
に
該
当
す
る
肉
用
牛
の
頭
数
の
合
計
が
二
千
頭
を
超
え
る
場
合
の
当
該
超
え
る
部
分
の
免
税
対
象
飼
育
牛
が｣

に
改
め
、

｢

第
三
十
四
条｣

の
下
に

｢

並
び
に

法
附
則
第
五
条
の
五
第
一
項｣

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中

｢

前
二
条｣

を

｢

前
三
条｣

に
、

｢

第
五
条
の
四
第
六
項｣

を

｢

第
五
条
の
五
第
二
項｣

に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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(

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例)

第
六
条
の
二

当
分
の
間
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
配
当
等

(

以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て

｢

上
場
株
式
等
の
配
当
等｣

と
い
う
。)

を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
の
支
払
を
受
け
る
べ
き
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年

度
分
の
県
民
税
に
つ
い
て
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
の
あ
る
法
第
三
十
二
条
第
十
三
項
に

規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
所
得

と
区
分
し
、
前
年
中
の
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額

(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て

｢

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額｣

と
い
う
。)

に
対
し
、

上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額

(

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額

(

第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額)

を
い
う
。)

の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
に
相
当
す
る
県
民
税
の
所
得
割
を
課
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
上

場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
の

適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
他
の
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

３

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

｢

総
所
得
金
額｣

と
あ
る
の
は
、

｢

総
所
得
金
額
、
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係

る
配
当
所
得
の
金
額｣

と
す
る
。

二

第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
条
の
二
ま
で
並
び
に
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
九
条
中

｢

所
得
割
の
額｣

と

あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
前
段
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
条
の
二
並
び
に
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附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割

の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
後
段
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額｣

と
、
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
中

｢

配
当
等
に
係
る
も
の｣

と
あ
る
の
は

｢

配
当
等
に
係
る
も
の
及
び
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係

る
配
当
所
得

(

同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
限
る
。)

｣

と
、
同
項
各
号
中

｢

課
税
総
所
得
金
額｣

と
あ
る
の
は

｢

課
税
総
所
得
金
額
及
び
附
則
第
六

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額
の
合
計
額｣

と
す
る
。

三

附
則
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
六

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額｣

と
、
同
項
第
一
号
中

｢

山
林
所
得
金
額｣

と
あ
る
の
は

｢

山
林
所
得
金
額
並
び
に
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額｣

と
、
同
項
第
二
号
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
並
び
に
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県

民
税
の
所
得
割
の
額｣

と
、
同
項
第
三
号
中

｢
所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
並
び
に
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
の
所
得

割
の
額｣

と
す
る
。

附
則
第
六
条
の
三
第
三
項
第
二
号
中

｢

こ
れ
ら
の
規
定｣

を

｢

第
三
十
九
条
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

県
民
税
の
所
得
割
の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
前
段
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
条
の
二
並
び
に
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項｣

に
改
め
、

｢

の
所
得
割

の
額｣

と｣

の
下
に

｢

、
第
三
十
九
条
の
二
後
段
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢
所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合

計
額｣

と｣

を
加
え
る
。

附
則
第
七
条
第
三
項
第
二
号
中

｢

こ
れ
ら
の
規
定｣

を

｢

第
三
十
九
条
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の

所
得
割
の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
前
段
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
条
の
二
並
び
に
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項｣

に
改
め
、｢

の
所
得
割
の
額｣

と｣

の
下
に

｢

、
第
三
十
九
条
の
二
後
段
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額｣

と｣

を
加
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え
る
。

附
則
第
八
条
第
四
項
第
二
号
中

｢

こ
れ
ら
の
規
定｣

を

｢

第
三
十
九
条
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の

所
得
割
の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
前
段
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
条
の
二
並
び
に
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項｣

に
改
め
、｢

の
所
得
割
の
額｣

と｣

の
下
に

｢

、
第
三
十
九
条
の
二
後
段
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額｣

と｣

を
加

え
る
。

附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
中

｢
及
び
附
則
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項｣

を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中

｢

こ
れ
ら
の
規
定｣

を

｢

第
三
十
九
条
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る

の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
前
段
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
条
の
二
並
び
に
附
則
第
四

条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項｣
に
改
め
、

｢

の
所
得
割
の
額｣

と｣

の
下
に

｢

、
第
三
十
九
条
の
二
後
段
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附

則
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計
額｣

と｣

を
加
え
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
二
中

｢

及
び
次
条
第
一
項｣

を
削
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
の
三

削
除

附
則
第
八
条
の
二
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
に
係
る
県
民
税
の
配
当
割
の
徴
収
時
期
等
の
特
例)

第
八
条
の
二
の
三
の
二

租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
一
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
源
泉
徴
収
選
択
口
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
第
五
十
五
条
の
十
九
に
規
定
す
る
特
別
徴

収
義
務
者
が
、
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当
等
に
つ
き
、
第
五
十
五
条
の
二
十
の
規
定
に
基
づ
き
県
民
税
の
配
当
割
を
徴

収
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
五
条
第
一
項
第
六
号
、
第
五
十
五
条
の
十
九
及
び
第
五
十
五
条
の
二
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
及
び
第
五
十
五
条
の
十
九
中

｢

受
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け
る
べ
き
日｣

と
あ
る
の
は

｢

受
け
る
べ
き
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一
日｣

と
、
第
五
十
五
条
の
二
十
中

｢

属
す
る
月
の
翌
月
十
日｣

と
あ
る
の
は

｢

属
す
る
年
の
翌
年
一
月

十
日

(

政
令
附
則
第
十
八
条
の
四
の
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
政
令
第
九
条
の
二
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
日)

｣

と
す
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
四
の
見
出
し
中

｢

譲
渡
損
失
の｣

の
下
に

｢

損
益
通
算
及
び｣

を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中

｢

第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
五
項｣

に
、

｢

同
条
第
二
項｣

を

｢

同
条
第
六
項｣

に
、

｢

第
十
八
条
の
五
第
一
項｣

を

｢

第
十
八
条
の
五
第
四
項｣

に
、

｢

を
限
度
と
し
て｣

を

｢

及
び
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額

(

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。)

を
限
度
と
し
て｣

に
、

｢
の
計
算
上｣

を

｢

及
び
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
の
計
算
上｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及

び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
、
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の
平
成
二
十
二
年
度

分
以
後
の
各
年
度
分
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
は
、
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
税
義
務
者
の

附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

｢

配
当
所
得
の
金
額

(

以
下｣

と
あ
る
の
は
、

｢

配
当
所
得

の
金
額

(

附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
以
下｣

と
す
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第

六
条
の
二
第
一
項
中

｢

配
当
所
得
の
金
額

(

以
下｣

と
あ
る
の
は

｢

配
当
所
得
の
金
額

(

附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の

金
額
。
以
下｣

と
、
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
中｢

計
算
し
た
金
額(｣

と
あ
る
の
は｢

計
算
し
た
金
額(

附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

― ―11



そ
の
適
用
後
の
金
額
と
し
、｣

と
す
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
の
六

削
除

附
則
第
八
条
の
二
の
七
第
二
項
第
二
号
中

｢

こ
れ
ら
の
規
定｣

を

｢

第
三
十
九
条
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
八
条
の
二
の
七
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額｣

と
、
第
三
十
九
条
の
二
前
段
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
条
の
二
並
び
に
附
則
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
条
の
六
第
一
項｣

に
改
め
、

｢

の
所
得
割
の
額｣

と｣

の
下
に

｢

、
第
三
十
九
条
の
二
後
段
中

｢

所
得
割
の
額｣

と
あ
る
の
は

｢

所
得
割
の
額
及
び
附
則
第
八
条
の
二
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
民
税
の

所
得
割
の
額
の
合
計
額｣

と｣

を
加
え
る
。

附
則
第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

狩
猟
税
の
納
税
義
務
者
は
、
前
項
の
税
率
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
百
十
九
条
第
一
項
の
狩
猟
税
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
、
前
項
の
税
率
の

適
用
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(

旧
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
か
ら
移
行
し
た
法
人
に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
特
例)

第
十
七
条

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号)

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
存
続
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
同
法
第
百
六
条
第
一
項

(

同
法
第
百

二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
登
記
を
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
と
み
な
し
て
、
第
九

十
三
条
の
八
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(

地
方
法
人
特
別
税
の
創
設
に
係
る
法
人
の
事
業
税
の
税
率
の
特
例)
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第
十
八
条

平
成
二
十
年
十
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
及
び
同
日
以
後
の
解
散

(

合
併
に
よ
る
解
散
を
除
く
。)

に
よ
る
清
算
所
得
に
対
す

る
法
人
の
事
業
税

(

清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
の
事
業
税
を
課
さ
れ
る
法
人
の
清
算
中
の
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
及
び
残
余
財
産
の
一
部
の
分
配
又
は
引
渡
し
に
よ

り
納
付
す
べ
き
法
人
の
事
業
税
を
含
む
。)

に
つ
い
て
の
第
六
十
条
及
び
附
則
第
八
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
表
中｢

百
分
の
三
・

八｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
五｣

と
、

｢

百
分
の
五
・
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
二｣

と
、

｢

百
分
の
七
・
二｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
九｣

と
、
同
項
第

二
号
の
表
中

｢

百
分
の
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
七｣

と
、

｢

百
分
の
六
・
六｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三
・
六｣

と
、
同
項
第
三
号
の
表
中

｢

百
分
の
五｣

と
あ
る

の
は

｢

百
分
の
二
・
七｣
と
、

｢

百
分
の
七
・
三｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
四｣

と
、

｢

百
分
の
九
・
六｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
五
・
三｣

と
、
同
条
第
二
項
中

｢

百
分
の

一
・
三｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
〇
・
七｣

と
、
同
条
第
三
項
第
一
号
ハ
中

｢

百
分
の
七
・
二｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
九｣

と
、
同
項
第
二
号
中

｢

百
分
の
六
・
六｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三
・
六｣

と
、
同
項
第
三
号
中

｢

百
分
の
九
・
六｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
五
・
三｣

と
、
附
則
第
八
条
の
五
中

｢

第
六
十
条
第
一
項
第
二
号｣

と
あ

る
の
は｢

附
則
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
六
十
条
第
一
項
第
二
号｣

と
、｢

百
分
の
六
・
六｣

と
あ
る
の
は｢

百
分
の
三
・
六｣

と
、｢

百
分
の
七
・
九｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
四
・
三｣

と
す
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
六
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
附
則
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定

(

附
則
第
十
八

条
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

並
び
に
附
則
第
二
十
三
項
の
規
定
は
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
三
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
五
条
の
五
、
第
五

十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
九
十
三
条
の
八
第
一
項
及
び
第
九
十
六
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定

(

附
則
第
十
七
条
に
係
る
部
分

に
限
る
。)

並
び
に
附
則
第
二
十
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
第
三
十
五
条
第
一
項
第
七
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
の
四
及
び
第

四
条
の
五
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
の
二
の
六
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
か
ら
附
則
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
、
第
五
十
五
条
の
十
九
及
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び
第
五
十
五
条
の
二
十
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定

(
｢

第
三
十
四
条｣

の
下
に

｢

並
び
に
法
附
則
第
五
条
の
五
第
一

項｣

を
加
え
る
部
分
を
除
く
。)

、
附
則
第
六
条
の
二
の
改
正
規
定
、
附
則
第
八
条
の
二
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
八
条
の
二
の
四
の
改
正
規
定
並

び
に
附
則
第
八
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
は
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
、
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
八
条
の
二
の
二
及
び
第
八
条
の
二
の
三
の
改
正
規
定
並
び

に
附
則
第
十
五
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

２

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
改
正
前
の
青
森
県
県
税
条
例

(

以
下

｢

改
正
前
の
条
例｣

と
い
う
。)

附
則
第
四
条
の
五
に
規
定
す
る
特
定
配
当
等
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
一

号)

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
以
下

｢

新
法｣

と
い
う
。)

第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定

配
当
等

(

租
税
特
別
措
置
法

(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

第
四
条
の
二
第
九
項
又
は
第
四
条
の
三
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。)

に
係
る
改
正

後
の
青
森
県
県
税
条
例

(

以
下

｢

改
正
後
の
条
例｣

と
い
う
。)
第
五
十
五
条
の
十
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

｢

百
分
の
五｣

と
あ
る
の
は
、

｢

百
分
の
三｣

と
す
る
。

４

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
新
法
第
七
十
一
条
の
五
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
対
象
譲
渡
等
に
係
る
改
正
後
の

条
例
第
五
十
五
条
の
二
十
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

｢

百
分
の
五｣

と
あ
る
の
は
、

｢

百
分
の
三｣

と
す
る
。

５

改
正
後
の
条
例
第
三
十
九
条
の
二
の
規
定
は
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
平
成
二
十
年
一
月
一
日
以
後
に
支
出
す
る
同
条
各
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
に
つ
い
て
適
用

す
る
。

６

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
条
例
第
三
十
九
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
号
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中

｢

第
四
十
一
条
の
十
八
の
三｣

と
あ
る
の
は
、

｢

第
四
十
一
条
の
十
八
の
三
並
び
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
三
号)

附
則
第
五

十
五
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
八
の
二
第
一
項｣

と
す
る
。

７

改
正
後
の
条
例
附
則
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
後
段
の
承
認
の
取
消
し
が
平
成
二
十
年

十
二
月
一
日
以
後
に
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

８

改
正
後
の
条
例
附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
の
条
例
附
則
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
免
税
対
象
飼
育
牛
に
係
る
所
得
に
係
る
平
成
二
十
一
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
改
正
後
の
条
例
附
則
第
六
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
配
当
等
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
上
場
株
式

等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額

(

同
項
前
段
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
対
し
て
課
す
る
県
民

税
の
所
得
割
の
額
は
、
同
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

一

上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額
の
百
分
の
一
・
二
に
相
当
す
る
金
額

二

上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額
が
百
万
円
を
超
え
る
場
合

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ

一
万
二
千
円

ロ

当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
配
当
所
得
の
金
額
か
ら
百
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額

10

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
条
例
附
則
第
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中

｢

附
則
第
六
条
の
二
第
一
項｣

と
あ

る
の
は
、

｢

附
則
第
六
条
の
二
第
一
項

(

青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

平
成
二
十
年
六
月
青
森
県
条
例
第
五
十
一
号)

附
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

｣

と
す
る
。
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11

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

同
項
前
段
の
規

定
に
よ
り｣

と
あ
る
の
は
、

｢

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
改
正
後
の
条
例
附
則
第
六
条
の
二
第
一
項
前
段

の
規
定
に
よ
り｣

と
す
る
。

12

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
三
の
二
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
以
後
に
県
民
税
の
納
税
義
務
者
が
交
付
を
受
け
る
同
条
に
規
定
す
る
源
泉
徴
収
選
択
口

座
内
配
当
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

13

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
一
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税

に
係
る
改
正
前
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

第
二
項

並
び
に｣

と
あ
る
の
は

｢

第
二
項
、｣

と
、

｢

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て｣

と
あ
る
の
は

｢

並
び
に
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て｣

と
、

｢

と
す
る｣

と
あ
る
の
は

｢

と
、
附
則
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
中

｢
計
算
し
た
金
額

(｣

と
あ
る
の
は

｢

計
算
し
た
金
額

(

附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。｣

と
す
る｣

と
す
る
。

15

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
前
に
行
っ
た
改
正
前
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
同
項

に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
に
対
し
て
課
す
る
平
成
二
十
一
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

16

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
に
規
定
す

る
上
場
株
式
等

(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て

｢

上
場
株
式
等｣

と
い
う
。)

の
譲
渡

(

新
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
譲
渡
を
い
う
。)

の
う
ち
租
税
特

別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
二
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
上
場
株
式
等
の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る
事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
及
び
雑
所
得

(

同
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
譲
渡
所
得
を
除
く
。)

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
同
項
前
段
に
規
定
す
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る
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
う
ち
当
該
上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
事
業
所
得
の
金
額
、
譲
渡
所
得
の
金
額
及
び
雑
所
得
の
金
額
と
し
て
地
方
税
法
施
行
令
及
び

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(

平
成
二
十
年
政
令
第
百
五
十
二
号)

附
則
第
三
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

(

以
下

こ
の
項
に
お
い
て

｢

上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額｣

と
い
う
。)

に
対
し
て
課
す
る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
前
段

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
譲
渡
所
得
等
の
金
額

(

上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

(

次
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
後
の
条
例
附
則
第
八

条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
後
の
条
例
第
三
十
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額)

を
い
う
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

が
五
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
百
分
の
一
・
二
に
相
当
す
る
金
額

二

上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
譲
渡
所
得
等
の
金
額
が
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ

六
万
円

ロ

当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
課
税
譲
渡
所
得
等
の
金
額
か
ら
五
百
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額

17

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中

｢

の
金
額｣

と
あ
る
の
は
、

｢

の
金

額

(

当
該
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
う
ち
に
青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

平
成
二
十
年
六
月
青
森
県
条
例
第
五
十
一
号)

附
則
第
十
六
項
に
規

定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
か
ら
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
を
控
除

し
た
残
額
又
は
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額)

｣

と
す
る
。

18

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
十
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

計
算
し
た
金
額

(｣

と
あ

る
の
は
、

｢

計
算
し
た
金
額

(

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。｣

と
す
る
。

19

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
十
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

計
算
し
た
金
額

(｣

と
あ
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る
の
は
、

｢

計
算
し
た
金
額

(

改
正
後
の
条
例
附
則
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。｣

と
す
る
。

(

不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

20

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
前
の
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号)

第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
民
法

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
。
以
下

｢

旧
民
法｣

と

い
う
。)

第
三
十
四
条
の
法
人
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

不
動
産
取
得
税
減
免
条
例
の
一
部
改
正)

21

不
動
産
取
得
税
減
免
条
例

(

昭
和
三
十
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
三
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中

｢

民
法

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
三
十
四
条
の
法
人｣

を

｢

公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人｣

に
改
め
る
。

第
五
条
中

｢

民
法
第
三
十
四
条
の
法
人｣

を

｢
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人｣

に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号)

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
存
続
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
同
法
第
百
六
条
第
一
項

(

同
法
第
百
二

十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
登
記
を
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
と
み
な
し
て
、
第
四

条
及
び
第
五
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

(

不
動
産
取
得
税
減
免
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置)

22

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
前
の
旧
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
に
よ
る
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

― ―18



23

青
森
県
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
一
年
七
月
青
森
県
条
例
第
三
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
を
附
則
第
五
項
と
し
、
附
則
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

(
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
等
に
お
け
る
法
人
の
事
業
税
に
係
る
不
均
一
課
税
の
税
率
の
特
例)

４

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
及
び
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
に
お
け
る
不
均
一
課
税
に
係
る
平
成
二
十
年
十
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事

業
税
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
イ
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
イ
中

｢

百
分
の
一
・
九｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
〇
・
七
五｣

と
、

｢

百

分
の
二
・
七
五｣

と
あ
る
の
は｢

百
分
の
一
・
一｣

と
、｢

百
分
の
三
・
六｣

と
あ
る
の
は｢

百
分
の
一
・
四
五｣

と
、｢

百
分
の
二
・
八
五｣

と
あ
る
の
は｢

百
分
の
一
・

一
二
五｣

と
、

｢

百
分
の
四
・
一
二
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
六
五｣

と
、

｢

百
分
の
五
・
四｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
一
七
五｣

と
、

｢

百
分
の
三
・
三
二

五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
三
一
二
五｣

と
、

｢

百
分
の
四
・
八
一
二
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
九
二
五｣

と
、

｢

百
分
の
六
・
三｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の

二
・
五
三
七
五｣

と
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ロ
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ロ
中

｢

百
分
の
三
・
六｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
四
五｣

と
、

｢

百
分
の
五
・
四｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
一
七
五｣
と
、

｢

百
分
の
六
・
三｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
五
三
七
五｣

と
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ハ

及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ハ
中

｢

百
分
の
二
・
五｣
と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
三
五｣

と
、

｢

百
分
の
三
・
三｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
八｣

と
、

｢

百
分
の
三
・
七
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
〇
二
五｣

と
、

｢
百
分
の
四
・
九
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
七｣

と
、

｢

百
分
の
四
・
三
七
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
三
六
二
五｣

と
、

｢

百
分
の
五
・
七
七
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三
・
一
五｣

と
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ニ
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号

の
表
の
ニ
中

｢

百
分
の
三
・
三｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
一
・
八｣

と
、

｢

百
分
の
四
・
九
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
七｣

と
、

｢

百
分
の
五
・
七
七
五｣

と
あ
る

の
は｢

百
分
の
三
・
一
五｣

と
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ホ
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ホ
中｢

百
分
の
二
・
五｣

と
あ
る
の
は｢

百
分
の
一
・
三
五｣

と
、

｢

百
分
の
三
・
六
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二｣

と
、

｢

百
分
の
四
・
八｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
六
五｣

と
、

｢

百
分
の
三
・
七
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分

の
二
・
〇
二
五｣

と
、

｢

百
分
の
五
・
四
七
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三｣

と
、

｢

百
分
の
七
・
二｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三
・
九
七
五｣

と
、

｢

百
分
の
四
・
三
七

― ―19



五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
三
六
二
五｣

と
、

｢

百
分
の
六
・
三
八
七
五｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三
・
五｣

と
、

｢

百
分
の
八
・
四｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
四
・

六
三
七
五｣

と
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ヘ
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
表
の
ヘ
中

｢

百
分
の
四
・
八｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
二
・
六
五｣

と
、

｢

百
分

の
七
・
二｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
三
・
九
七
五｣

と
、

｢

百
分
の
八
・
四｣

と
あ
る
の
は

｢

百
分
の
四
・
六
三
七
五｣

と
す
る
。

青
森
県
温
泉
掘
削
許
可
申
請
手
数
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
五
十
二
号

青
森
県
温
泉
掘
削
許
可
申
請
手
数
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

青
森
県
温
泉
掘
削
許
可
申
請
手
数
料
等
徴
収
条
例

(
平
成
十
二
年
三
月
青
森
県
条
例
第
二
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

掲
げ
る
事
務｣

の
下
に

｢

及
び
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以
下

｢

改
正
法｣

と
い
う
。)

附
則
第
六
条
の
規
定

に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
に
関
す
る
事
務｣

を
加
え
る
。

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

改
正
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

温
泉
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
申
請
手
数
料

七
千
四
百
円

第
二
条

青
森
県
温
泉
掘
削
許
可
申
請
手
数
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

及
び
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以
下

｢

改
正
法｣
と
い
う
。)

附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
場
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所
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
に
関
す
る
事
務｣

を
削
り
、
第
七
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
六
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
五
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

六

法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
ゆ
う
出
路
の
増
掘
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
若
し
く
は
設
備
又
は
増
掘

の
方
法
の
変
更
の
許
可
に
関
す
る
事
務

七

法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
許
可
に
関
す
る
事
務

八

法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
の
承
認
に
関
す
る
事
務

九

法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
に
関
す
る
事
務

十

法
第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
若
し
く
は
設
備
又
は
採
取
の
方
法
の
変
更
の
許
可
に
関
す
る
事
務

第
一
条
第
四
号
中

｢

第
十
一
条
第
二
項｣

の
下
に
｢
及
び
第
三
項｣

を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
を
ゆ
う
出
さ
せ
る
た
め
の
土
地
の
掘
削
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
若
し
く
は
設
備
又
は
掘
削
の
方
法
の
変
更
の
許
可

に
関
す
る
事
務

第
二
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
六
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
五
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

六

法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
ゆ
う
出
路
の
増
掘
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
若
し
く
は
設
備
又
は
増
掘

の
方
法
の
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

温
泉
増
掘
施
設
等
変
更
許
可
申
請
手
数
料

二
万
四
千
円

七

法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

温
泉
採
取
許
可
申
請
手
数
料

三
万
五
千
円

八

法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
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温
泉
採
取
許
可
地
位
承
継
承
認
申
請
手
数
料

七
千
四
百
円

九

法
第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
場
所
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

温
泉
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
申
請
手
数
料

七
千
四
百
円

十

法
第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
若
し
く
は
設
備
又
は
採
取
の
方
法
の
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

温
泉
採
取
施
設
等
変
更
許
可
申
請
手
数
料

二
万
四
千
円

第
二
条
第
四
号
中

｢

第
十
一
条
第
二
項｣

の
下
に

｢

又
は
第
三
項｣

を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

三

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
を
ゆ
う
出
さ
せ
る
た
め
の
土
地
の
掘
削
の
た
め
の
施
設
の
位
置
、
構
造
若
し
く
は
設
備
又
は
掘
削
の
方
法
の
変
更
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者

温
泉
掘
削
施
設
等
変
更
許
可
申
請
手
数
料

二
万
四
千
円

附

則

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
五
十
三
号

青
森
県
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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青
森
県
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
等
徴
収
条
例

(

昭
和
三
十
六
年
三
月
青
森
県
条
例
第
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中

｢

、
法｣

を

｢

、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号)

附
則
第
二
百
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法｣

に
、

｢

土
地
改
良

法
施
行
令｣

を

｢

土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(

平
成
二
十
年
政
令
第
百
七
号
。
以
下

｢

平
成
二
十
年
改
正
令｣

と
い
う
。)

附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
平
成
二
十
年
改
正
令
に
よ
る
改
正
前
の
土
地
改
良
法
施
行
令｣

に
、

｢
｢

政
令｣

を｢

こ
の
項
に
お
い
て｢

改
正
前
の
政
令｣

に
、｢

(

政

令｣

を

｢
(

平
成
二
十
年
改
正
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の
政
令｣

に
、

｢

、
政
令｣

を

｢

、
平
成
二
十
年
改
正
令
附
則

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の
政
令｣

に
、

｢

に
つ
き
政
令｣

を

｢

に
つ
き
平
成
二
十
年
改
正
令
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の
政
令｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢

、
国
営
津
軽
北
部
土
地
改
良
事
業
、
国
営
十
三
湖
土
地
改
良
事
業｣

及
び

｢

、
国
営
五
戸
台
地
土
地
改
良
事
業｣

を
削
り
、

｢

政
令｣

を

｢

土
地
改
良
法

施
行
令

(

以
下

｢

政
令｣

と
い
う
。)

｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
五
十
四
号

青
森
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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青
森
県
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例

(

昭
和
三
十
六
年
三
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中

｢

第
十
二
項｣

を

｢

第
十
五
項｣

に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中

｢

政
令｣

を

｢

土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(

平
成
十
九
年
政
令
第
百
四
十
三
号)

に
よ
る
改
正
前
の
政
令｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
農
用
地
整
備
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日

青

森

県

知

事

三

村

申

吾

青
森
県
条
例
第
五
十
五
号

青
森
県
農
用
地
整
備
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
農
用
地
整
備
事
業
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例

(

平
成
九
年
三
月
青
森
県
条
例
第
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法

(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
号｣
を

｢
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法

(

平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
八
号｣

に
、

｢

第

八
条
第
二
項｣

を

｢

第
十
一
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中

｢

第
八
条
第
二
項｣

を

｢

第
十
一
条
第
三
項｣

に
、

｢

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
施
行
令

(

平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号)

附
則｣

を

｢

独
立

行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
が
行
う
特
例
業
務
に
関
す
る
政
令(

平
成
二
十
年
政
令
第
百
二
十
八
号)

｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

第
八
条
第
二
項｣

を｢

第
十
一
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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